
 

 

※現在の人口・世帯数・年齢別人口は令和4年5月末時点、10年間の人口・世帯数の推移は各年5月末時点、いずれも住民基本台帳による(外国人を除く)。 

Ⅱ 八千種
や ち く さ

小学校区  

南大貫
みなみおおぬき

、東大貫
ひがしおおぬき

、西大貫
にしおおぬき

、余田
よ で ん

、小倉
お ぐ ら

、庄
しょう

、鍛冶屋
か じ や

 
    

世帯数 1,007 世帯 年齢別 
人 口 

15歳未満（年少人口） 15～64歳（生産年齢人口） 65歳以上（老年人口） 

人 口 2,653 人  283 人  1,474 人  916 人  

   

自 然 
・北部・東部の山地と西部の西光寺野

さ い こ う じ の

台地に囲まれた低地に農地が広がっています。 

・北部の日光寺山
に っ こ う じ さ ん

（標高 408ｍ）からは、雄大な景色を望むことができます。また、山地端部の住吉山
すみよしやま

（標

高 200ｍ）、春日山
か す が や ま

（飯盛山
いいもりやま

、標高 198ｍ）は、地域の風景を特徴づけています。 

歴 史 
文 化 

・縄文時代には狩猟
しゅりょう

・採集
さいしゅう

による生活が営まれており、特に、庄区の春日
は る か

遺跡
い せ き

、古屋敷
ふ る や し き

遺跡、北挟
きたばさま

遺跡

では、動物を捕獲
ほ か く

するための落とし穴も確認されています。 

・古墳時代には、大貫・八千種のそれぞれの東西の谷筋を通って、高室
たかむろ

（加西市）から石棺材
せっかんざい

が運び込ま

れて古墳の築造に用いられました。その石棺材は、石棺仏
せっかんぶつ

や石碑
せ き ひ

、地蔵の台座
だ い ざ

、石橋などのさまざまな

形で転用され、現在も町内各所で目にすることができます。なお、本校区では、古墳は多くありません

が、西大貫区の相山
あいやま

古墳は、町内で唯一埴輪
は に わ

を持つ古墳として貴重です。 

・古代律令制
りつりょうせい

下では、北部は川辺里
かわのべのさと

、南部は多駝里
た だ の さ と

に含まれました。姥懐古墓
うばがふところこぼ

からは、鴟尾
し び

を棺に転用し

た鴟尾棺
し び か ん

が見つかり、近くの福井谷
ふ く い だ に

遺跡にある福井谷窯跡
ようせき

では同系統の鴟尾も出土しました。また、福

井谷遺跡に近接する文治
ぶ ん じ

遺跡や文治口
ぶ ん じ ぐ ち

遺跡では、多くの須恵器
す え き

とともに祭祀
さ い し

に使用する木製の人形や

斎串
い ぐ し

も見つかりました。このことから、福井谷付近には朝鮮半島や中国大陸の進んだ文化や技術を修得

した技術者集団が渡来
と ら い

して住み着き、役所的な施設が存在してた可能性もあると考えられています。 

・中世は、北部は田原荘
たわらのしょう

、南部は蔭山荘
かげやまのしょう

に含まれました。建武
け ん む

年間（1334～1336）頃、赤松
あかまつ

氏に仕えた

後藤基明
もとあき

が春日山（飯盛山）に春日山城を築いたとされ、永正
えいしょう

７年（1510）には城主の後藤基次
もとつぐ

の帰依
き え

により、嶺雲寺
りょううんじ

が菩提寺
ぼ だ い じ

になったと伝わります。 

・中世から近世にかけて、八千種には法華山
ほ っ け さ ん

一乗寺
いちじょうじ

（加西市）に参るための法華道
ほ っ け み ち

、大貫にはお伊勢
い せ

参
まい

り

にも使われた北条
ほうじょう

街道
かいどう

が東西方向に通り、多くの人々が行き交いました。 

・近世は姫路藩領で、池田輝政
い け だ て る ま さ

による姫路城築城の際には、大善寺
だ い ぜ ん じ

から天守閣
てんしゅかく

の心柱
しんばしら

の大木を伐
き

り出し

たことが伝わります。 

・造船工学の権威
け ん い

で、船舶の大型化やロケット開発などで活躍した吉識雅夫
よ し き ま さ お

は西大貫区の出身です。 

・平成９年（1997）には交通の至便性
し べ ん せ い

を背景に、東大貫に福崎東部工業団地が造成されました。 

・秋祭りでは、旧大貫村では南大貫区の大年神社
おおとしじんじゃ

に屋台３台が集結し、浦安
うらやす

の舞
まい

が奉納されます。旧八千

種村では余田区の大歳神社
おおとしじんじゃ

に屋台３台と神輿
み こ し

１台が集結し、浄舞
じょうまい

の奉納や御輿渡御
み こ し と ぎ ょ

が行われます。 

指定等
文化財
の件数 

    

 

分類 
国 県 町 

総数 
 

指定 選定 登録 選択 指定 登録 指定  
建造物 0  0  0 0 1 1  
美術工芸品 0  0  0  0 0  
無形文化財 0  0 0 0  0 0  
有形の民俗文化財 0  0  0  0 0  
無形の民俗文化財 0  0 0 1 0 1 2  
遺跡（史跡） 0  0  0  1 1  
名勝地（名勝） 0  0  0  0 0  
動物・植物・地質鉱物（天然記念物） 0  0  0  1 1  
文化的景観  0      0  
伝統的建造物群  0      0  
総数 0 0 0 0 1 0 4 5       



 

 

指定等文化財の分布  

 

小学校 
の変遷 

明治 10年 10 月 
 
  13 年 
  17 年２月 
  19 年１月 
  20 年４月 
  25 年４月 
     10 月 
  37 年４月 
昭和 16 年４月 
  22 年４月 
  31 年５月 

実功小学校（余田・西垣内、明治５年創立）と荘敬小学校（庄・常住寺内、明治６年
創立）が合併し、春日小学校誕生 
春日小学校と一貫小学校（南大貫・仏光寺内、明治５年創立）が合併 
校舎を現在地に移転、増築し、通学区を八千種村全体とする 
船津村先進小学校と合併し、春日分校となる 
春日簡易小学校となる 
春日小学校に改称 
八千種尋常小学校に改称 
高等科を置き、八千種尋常高等小学校に改称 
八千種国民学校と改称 
八千種尋常小学校と改称 
町村合併により、福崎町立八千種小学校に改称 

校 歌 

八千種小学校 校歌 
作詞・作曲：牛尾節次 

１ 幸ある 御代に 生をうけ 
うちに 芽生えし ふたばをば 
つよく おおしく 美しく 
つちかい のばさん 国のため 

２ まえに そびえる 春日山 
けだかき すがた そのままに 
いそしみ 進まん もろともに 
祖国の はえを まさんため 

 


